
ピッコロ劇団 第 79回公演 

『あしあと 

 のおと、 

 ものがたり』 

感想とか考察のようなもの。 

（※とりあえず版。あともう少し加筆修正する予定[は未定]） 

 

観劇日：2024 年 6月 8日（土）14 時 ※アフタートーク込 

    2024 年 6月 9日（日）14 時 ※ピッコロシアター一般公開千穐楽 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



コトリ会議の山本さんの書き下ろしが、ピッコロの本公演として上演される。 

私をコトリ会議と引き合わせくれたのは、今回の演出、原さんである。 

原さんがコトリ会議の『あたたたかな北上』（2016 年）ご出演というところからの出会いである。 

 

感想の前に、私の観劇体験（（観劇験験）としてピッコロ劇団とコトリ会議のことを少しだけ書いて

おきたいと思う。 

演劇（に限らずだとは思うが）というのは、様々なタイプの作品があるが、観劇する側の人生験験

に左右される以外にも観劇験験に左右される場合があると思っていて、今回の作品はその観劇験験

によって割と印象が変わるのではないかという気がしているからである。 

 

ピッコロ劇団の作品を初めて観劇したのは、第 23 回公演『くたばれハムレット』（2005 年。え、

もうそんな前？！）。その後、第 30 回公演『十二夜』（2008 年）を観劇して、2009 年にピッコロ

舞台技術学校（（18 期）に通ってからは、全作品とはいかないもののそれなりには観劇している（（そ

んなになるかと感慨深くなっている）。 

だから、学校時代に何度も足を運び卒業公演では舞台美術を設置し転換したピッコロシアターのこ

とはホームみたいに思っているし、ピッコロ劇団の役者さんのことも、それぞれのカラーというか、

こんな感じかなみたいなのを自分が観てきた作品から思い描いたりする。 

 

コトリ会議も『あたたたかな北上』以降、全作品とはいかないものの、それなりに観劇している。

なにせ今年（2024 年）3 月公演期間中の 22 時～翌 10 時まで劇場を見守るという企画まで観に行

ってしまうくらい大好きなのだ。 



コトリ会議の作品は、とても哲学的で。山本さんの死生観だったり、宇宙観だったりがあるからな

のかな、と思うが、私はそれと波長があうというか、その世界観が心地いい。 

“死”といういつか誰にでも訪れる現実がすぐ傍に寂しく優しくいとおしく佇んでいる（そうでない

作品もあるが）。 

今回もそういう感じなのかな、と思いながらの観劇である。 

 

＊＊＊＊＊ 

さて、 

『あしあと 

のおと、 

ものがたり』 

である。 

タイトルをどうして一行で書かないのか、というと、 

→あしあと 

のおと、← 

→ものがたり 

これが『遠野物語』から着想を得て作られた作品で、こうやって読むと「あしあと、とおのものが

たり」になるからである。 

私、これ全然気づいてなくって。上演のラストでタイトルがこの順番に消えていく時に「ひえー、

そういうことなんですね！！」って思ったの（遅い）。なので、あえてこう書く。 

(※私は『遠野物語』は未読である。) 



 

今年はピッコロ劇団 30 周年ということで、客入れにはピッコロ劇団の過去上演作品のスライドが

舞台上に投影されていた。 

それを見たくて 1 回目は開場後すぐ客席に入り見ていたのだが、自分が観たことある作品もたく

さん出てくると、なんだか懐かしさがこみあげてきて、感傷的になってしまって。 

スライドが終わり、曲がたまの『さよなら人類』になり、ちょっとうぐっと涙ぐんでしまっている

ところへ、宇多田ヒカルの『First（Love』が流れてきて。 

今回はあらすじを頭に入れていたのもあって（「あ、そういう始まり方を……」と、まだ始まってな

いのに泣くな……というか、いやもうめっちゃ泣いてしまっているが？！ と想定外な状況にはな

っていて。そこへ、ピッコロの歌姫、鈴木あぐりさんの声が重なって、（「ああ、このままお芝居には

いっていくなんて（なんて良い導入なんだ）」となっていた。二人がマイクで話しているのはちょ

っとコトリ会議ぽくって。 

二人が客席から出てきたのも、なんだか客席と舞台上とが地続きになっていることを感じられて、

すーっと自然に物語に入っていけるように感じて。 

客席から舞台へ移動した二人が竹藪のカーテンの後ろへ行くと映像に切り替わるのだが、それが

「この子たちも実はもう死んでいるんか？」みたいに思えたりして、でもそれがすごくポップなの

にホラー感があったりして、ちょっと怖いな、なんて思いながら始まっていった。 

 

表側と裏側ということがたくさん出てくる。 

生の世界（（私たちが生きている現実）と死の世界（（死後だけではなく人間ではないものもいる異界）

の分断であるかのように出てくるが、それはまるで陰陽のようであり。 



男と女、光と闇、性と慈愛、喧騒と静寂。日々急ぎすれ違う交差点と山の麓というような、対にな

るものを表すようにも感じられる。 

言葉の表側と裏側。気持ちの表側と裏側。秘密と真実。ということでもあるように思う。 

今回の上演では舞台美術（装置）は確かにあるのだが、舞台袖も舞台奥もすべて劇場そのままが見

えている作りになっている。 

それによって、本来（（？）ならば裏や袖で役者がスタンバイしているところも見えるし、場面によ

っては、移動しているところも見える。 

“劇場とは何か”をいきなり突き付けてくる。 

役者にとってはなかなかに厳しい環境だと思われるが、この作品のいう表側と裏側は、分断と書い

たが実際には分断ではなく地続きなのだ。 

だから役者にとっても、ここが表側とか裏側とかないのではないだろうか。役者個人としての自分

と役としての自分が地続きで混ざりあっているのではないかな、と勝手に思っている。 

十夜家のダイニングで真野実がテーブルを“90 度に裏返す”よう、促し、その 90度倒された机が表

側と裏側の境目なのだと言う。 

また、遠野君が山の麓の火葬場に行った時も真野実（真野蝉）が“その石を超えれば裏側“だと言う。 

表側と裏側を分断する境目は確かにあるが、でも結局のところそれはいとも簡単に踏み越えられ

る、地続きなのだと感じられる。 

石のことについては、『遠野物語』のことを何もしらない私は、後からそういった石碑群が岩手県

遠野市にあるのだと知った。 

私は、その石を超える＝踏み越えるということが、『罪と罰』（ドストエフスキー）の江川卓訳の解

説にあった、罪を表す単語“Преступление”が、超えるという接続しに歩むという単語



の合成語から派生した名詞で、踏み越えることを意味するというのが思い出されて、死んだものを

生き返らせることであったり、真野実の真実を本人に黙って確かめに行くということが、罪とまで

は言えないかもしれなくても、何かよくないことへ踏み出す、踏み越えるみたいなものに感じられ

た。人は裏側へ踏み出さずにはいられないのかもしれない。そのくらいに裏側は地続きなのだと思

う。 

ラスト、真野実が死んで、舞台奥の一番高いところのセンターに真野実が佇んでいる。そしておそ

らく、通常であれば幕やホリの裏側にあたる部分に一廊と睦子がいる。 

これがすごく野外劇場というかテント芝居のような感じがして。でも野外劇場とは違う、屋内で、

借景ということでもない。 

普段見えない舞台袖、そして舞台奥。 

ストレートに、そしてダイレクトに表側と裏側をこれでもかと見せつけるのはピッコロ劇団 30 周

年の積み重ねの強みだと感じる。 

なお、ピッコロシアター上演の終了後、福崎町エルデホールでの上演ではホールが開いて外の芝生

の奥の方に真野実がいたようで、自分がピッコロシアター大ホールで感じたことはあながち間違い

ではなかったのだな、と思ったりした。 

劇場の可能性は∞（無限大）なのだ。 

 

ホラー感ということを書いたが、死だったり、宇宙人（火星人）だったりがよく出てくるコトリ会

議だが、コトリ会議ではあまりホラー的な怖さということを今まで感じたことがなかった。まあい

きなり撃たれて死んでビビるとかはあったけど。 

今回は、冒頭や、山の麓の火葬場の裏側へ入った時とか、ちょっとホラーっぽい雰囲気の要素があ



るように思えた。 

幼き頃から妖怪とかの類は苦手で、ホラー映画はいまでもまったくダメな私なので、単にビビりす

ぎかもしれないが、夜に見ていたら怖くて眠れなかったかもしれない（大袈裟）。 

山の麓の火葬場で睦子が生き返るための儀式を行う（と私はとらえる）時、場面の時刻は 7月 7日

の 7時 77 分で止まっている。存在しない時間。ここは裏側なのだとわかるとともに、この時間は

いったい何時なのだろうと思う。そういうホラー感もあった。 

 

真野実は竹人形で、実はたくさんいるということが、中盤で明かされる。 

真野実とされる竹人形は同時に存在していて、ちょっと『新世紀エヴァンゲリオン』の綾波レイが

脳裏によぎる。（山を離れると生きられないというところもちょっとエヴァっぽいかもしれない。）

だが彼女たちは綾波レイのように同じ顔でもなく、同じ身体でもない。 

山の麓の火葬場＝裏側で真実を伝える真野実（真野蝉）はいまの真野実が死んだら次は私（いわゆ

る“私が死んでも、代わりはいるもの”）という考えのように思える。現に、十夜小夜が“大学は楽し

いか？”と投げかける真野実（真野蝉）は祖母・睦子を生き返らせると説明に来た真野実と個体が

違っているが同じ人物と認識しているように尋ねる。 

（その前に生き返らせることを伝えに来た真野実は小夜を知らないというシーンがあり、真野実と

真野蝉はどちらも近い世代だからなのか共有している部分が多いように見受けられるがこの辺り

は詳しくは描かれないし、そこは本質ではない気がしている）。 

だが、遠野君に恋しちゃった真野実は“遠野君が愛しているのはこの自分だけだよね”ということを

自分の死に際に投げかける。 

最初に“一年だけなら”と付き合うことを約束した真野実。 



真野実が竹人形であり、自分が死んだら次の真野実が生きることを理解しているのであれば真野実

としてはずっと遠野君と添い遂げられるということであるが、彼女は自分自身＝いまの“真野実”と

して遠野君を愛したくて、愛されたくて。そして自分はずっとはいられないとういことを知ってい

て。“バイトもやめてずっと一緒にいよう”というのは割と重いなと思うけれど、期限が限られてい

るのなら、余命が限られているのなら、いましかできないことをしたいという気持ちもわからなく

もないなということも思う。 

次の真野実（真野蝉）は、今の真野実と同じようにあろうとして、でも遠野君には愛されない。そ

こにいまの真野実を出し抜こうとする女の嫉妬のようなものが見え隠れしたりもする。 

真野実は同じであって、同じでない。人間が同じ人間であってそうでないように。 

 

そういう部分も含めて、並行世界ということをすごく考えている。 

並行世界については、コトリ会議の 2024 年 3月公演『雨降りのヌエ』で 4作品が、同じ日時の別

の場所が舞台の設定になっていたことからも考えていたことではあるのだが、真野実の一個体一個

体が違うことをはじめとして、遠野君が告白をしなかったら、小夜が家を出ていかなければ、とい

うタラレバもある意味並行世界だと思うし（タラレバはピッコロ劇団のおでかけステージ『タラレ

バ幽霊とタカラの山』を観ているからということも大きいかもしれない。）、アフタートークで山本

さんが“物語が好き”とういことを仰っていたように思うが、物語というのは、それが面白いか面白

くないかは別にしてどの人間にも誰にでもあって。 

だから、同じ作品を見ても、観客はみな感じることが違っていて、その観客一人ひとりに補完され

る並行世界があるんじゃないかな、と感じるというか。 

演劇って並行世界なんだなぁ、ということを思ったりしている。 



 

竹人形のことを書いたので、そこからのことも少し。 

コトリ会議で『あ、カッコンの竹』（2017 年）を見ているからかもしれないのだが、「ああ、竹っ

てやっぱりえっちなんだなぁ」ってなったんですよね。あの、女の人が一廊に竹のお腹を触ってほ

しいってところとか、真野蝉のお腹が光るとか、えっちだったよね？（光るのがえっちなのかと言

われたら知らんけどってなるが。） 

竹の成長の速さだったりとか、竹のお腹が光るのは輝夜姫を思い出したりして、輝夜姫は宇宙人と

考えると、竹人形も宇宙人なのかもしれないな、ということも思ったりした。 

私は人間の体の中にも宇宙がある、宇宙と繋がっていると考えているところがあるので、竹の身体

になるとより宇宙と繋がるというか、「死んだら星になる」ではないんだけれど、死んで火葬され

煙が空へ、宇宙(そら)へ上がっていくことと、生と性と死が結びつく感じがあるな、というのも感

じている。 

生と性が結びついているということを考えると、遠野君と真野実がキスをしてそれで真野実の頭か

ら竹が伸びちゃうのも、めちゃくちゃえっちだなと思った。生娘ではなくなったんだね、というか、

貫かれた感があるというか。 

この頭の竹はアンテナのように思えたりもして、コトリ会議おなじみの火星人（宇宙人）のアレを

彷彿させるようでもあり、やっぱり竹人形は宇宙人かもしれないな、と思うと同時に、コトリ会議

のアレは門外不出なのだな、と思ったりした。 

 

音楽のことを少し書きたいと思う。 

客入れの音楽、入った時は一瞬『今夜はブギーポップ』かぁ、なんて思ったりしたが、ちょっと違



うな、となって「あれ、これ若旦那さん生誕祭（※コトリ会議 3月公演での企画の一つ）の開会宣

言ラップのやつでは～？！ 開会宣言されてるぅ～？！（違）」と思って「客入れ曲のセンスよ…

…」と思わず Twitter（現 X）につぶやいたわけである。正確には『水星×今夜はブギーバック』

で、水星で宇宙感が出るし、コラボ感もちゃんとあらわされているし、ちゃんと恋人たちの物語が

あるなって思った。 

そして『思い出がいっぱい』になって舞台写真が投影される＝懐古ターンが始まる。ここはピッコ

ロ 30 周年の意味が強くあるのかな、と思っていたが、（『ロマンスの神様』だったり（『アイウエ』だ

ったりと年代順の曲でもない。だから客入れも作品と合わせた選曲なのかな、と思っている。 

（2回目の観劇はあまり感傷的になりたくなくて、ギリギリになってから入ったので、記憶は定か

でないので曲は私の思い込みかもしれない。） 

そういう意味で、『思い出がいっぱい』は小夜の家族との思い出のことかもしれないなと思うし、

『アイウエ』は愛飢えで全部わかっていたい羽村田（と真野蝉）の曲かもしれないな、なんて思っ

たりしている。 

2 回目観劇の『さよなら人類』では“あのこのカケラはみつからない”でめっちゃ泣いてしまって（結

局始まる前から泣いている私）。ぐずぐずになりながら見ることになったので、それなら開場すぐ

から客席にいればよかったななんて思ったりした。 

コトリ会議では、割と既成曲が効果的に使われる作品が多いので、今回の本編中の音楽がどのくら

い作家による指定なのかはわからないけれど、私はたぶん、原さんと山本さんとほぼ同世代なので、

割とかかっていた曲に引っかかりを感じやすかったかもしれない。 

それは、世代によっては刺さらないということもあるかもしれないし、自分の験験に引き摺られて

しまって作品の意図からずれてしまうこともあるかと思うが、思いの外、作品とぴったり重なって



いたと思う。 

また『恋する惑星「アナタ」』や『それを愛と呼ぶなら』については、私は初めましての曲だった

ので、歌詞をじっくり聞いたりしてそれが物語と順応していくのがとても面白かった。 

でも『恋する惑星』と聞くとウォン・カーウァイで、フェイ・ウォンだよな、とは思うけど。 

『それを愛と呼ぶなら』は歌詞もそうだが、女の人＝母と、事伝＝父の二人のシーンとして、唯一

父母がどういう存在であったかがわかるシーンだと思っていて、最高に良くてとても美しかった。

一緒に歌うシーンの尺とか、背中合わせになるとか、この世のものとは思えない（この世のものじ

ゃないけど）良さがあった。 

音楽は割と J-POP が多いなかで、クラシック曲が印象的に使われるのもちょっとエヴァっぽいな

って思ったりした。 

山の麓の裏側で『サラバンド』（ヘンデル）が厳かに鳴り響くのも、アウフタクトなので引き摺ら

れるという感じもあってすごく良かった。 

またラストの『カヴァレリア・ルスティカーナ 間奏曲』は、すごくいろいろな意味を感じられる

というか。 

曲自体は美しい旋律なので、そのままその美しさとともに死んだ者との思い出を胸に残してもいい

ような気もするが、『カヴァレリア・ルスティカーナ』自体が市井の人々を描いたオペラで、田舎

の村の話なので、存間市という町で生活を営む人たちを描いているという点と、ちょっと通ずると

ころがあるんじゃないかな、と感じたりもするし、裏側という点でいえば、告白の代償を受けると

いう意味合いはあるのではないかと思って。”愛”という業を背負って生きるというのか。 

その後の遠野君のことを思うととても胸が締め付けられるというか。 

 



また並行世界の話に戻ってしまうかもしれないが、遠野君が告白しなかったら真野実はこんなに早

く死ななかった世界線が多分ある。山から離れない。キスもしない。それは初代の真野実だったか

もしれないし、77 代目の真野実だったかもしれない。でも真野実は愛されちゃったし遠野君を愛

しちゃった。愛という力の大きさは、時に死に引き摺り込むのと同じくらいのベクトルの重力があ

るのじゃないか。 

恋する気持ち、愛する気持ちというのはどうやっても止められないのだと思う。だからこそ、その

選択がどうであっても“Love（means（never（having（ to（ say（you're（ sorry.（愛とは決して後悔しないこ

と。）”（ （『ある愛の詩』）であればよい。 

それでもやっぱり失ったものというのは大きくて。それが死人を引き摺り込むということにつなが

ったりするのかもしれないな、と思う。 

愛というのは恋愛的な意味だけではなくて、家族を思い愛する気持ちも同じ。 

小夜のことを思って、進路志望調査票に勝手に大学名を書く一廊と睦子。 

そして睦子を生き返らせた父と母。 

小夜は家族のことを思って志望の大学を地元の大学に決めているけれど、結局のところお互いのこ

とを思いあっているのに行き違ってしまい、すれ違ってしまってきちんとお別れも言えない。 

一廊は睦子が死んだ瞬間から睦子に引き摺り込まれていきそうな雰囲気があって。そして、小夜に

はそうさせないようにしようというところが見え隠れする。 

睦子が生き返った時に、死んだ時の姿のまま、おばあちゃんの睦子のままだったら、一廊も生きる

気持ちがまだ続いたのかもしれない。若返っていた睦子を嬉しく懐かしむ気持ちもありつつも、そ

こには自分が愛した睦子はいないのだと感じたのかもしれない。 

若返った“女の人”は小夜の母にそっくりだという。だから、母として、そして祖母として小夜を見



守れる人がいると確信できたから、一廊は逝ってしまったのではないかと思う。 

 

愛の力は時に残酷で。それでもやはりあたたかく優しい。 

 

事伝役は小夜の父であると思っているが、彼は十夜家には入ってこない。 

死んだ人は表側に来られないのかな、と思っていたけれど、妻の実家じゃ入りにくいんかなとも思

ったりする。 

そういうところは山本さんの本っぽくて面白いなって思ったり。 

それでもちゃんと外から見守ってくれているのである。 

 

そういったあたりのことに、自分が身内を亡くしていることがリンクしてすごく泣いてしまったの

かもしれないな、と思っている。 

この世界のように、表側と裏側が本当に地続きですぐ傍に優しく寄り添って死が見守ってくれてい

るならと思うし、時には会えたらいいな、とも思うし。 

そういうところは自分の人生験験と重なるのかな、と思う。 

 

みんな大好き羽村田のことも書いておきたい。 

出てくる人物のなかでキャラの個性が一番強くてインパクトも大きいので、印象に残りやすいと思

うけれど、とても孤独な人なんだよね。寂しがり屋さん。そして誰よりも優しい人。 

だって普通、火の中のスマホ、素手で取れないよ？！ 

一所懸命が空回ってしまう人なんだな、って。こんなにも優しさのかたまりなのに。 



真野蝉に“嘘付き合い”ということを持ち出すところ、それって本気付き合いが怖いってことだろう

なって。人と深く関わることへの臆病さが見えるというか。真野蝉は羽村田を利用しようとしてい

るということも分かっているだろうし（いや、どうかな？）。 

でも、それでもつながりたいと思っているんだなって感じる。 

真野実をずっとつけて探っているのも、すべてを知りたいというのはその人とどこかでつながりた

いということだと思うし。 

遠野君のことも同じようにつながりたいんだろうなって思うし。 

すごくコミカルな部分が目立つけれど、羽村田には幸せになってほしいと思う。 

 

人間は結局一人なのかどうか。 

その孤立があしあとのおとの（「ぽつぽつ」みたいな、（「ぽつ」は孤立しているけれど、（「ぽつ」が集

まっていくと（「ぽつぽつぽつぽつ」と続いていって繋がっていくというのも感じたりして、最終的

には、自分＝己、一人ではあるけれど、結局、どこかと誰かと、それは表側の生きている人とのつ

ながりかもしれないし、死んだ人との思いでとのつながりだとか、それまで積み重ねてきたことの

つながりだったり、人は一人では生きられないのだな、ということを感じたりた。 

その「ぽつ」はその人の物語の音であり、「ぽつぽつぽつぽつ」と人それぞれの物語が繋がって、

また物語が紡がれていくのじゃないか。 

 

それにしても真野蝉はついぞ本編中には真野蝉という名が出ることはかった気がする。 

蝉というのは、空蝉＝現身ということだろうなと思うけれど、かのアリストテレスがいう”再生と

不死の象徴”なのかもしれないな、と思う。 



コトリ会議では『セミの空の空』（2019 年）という作品があって、その時も蝉の抜け殻がいっぱい

出てきて、セミ人間（？）が出てきたりするので、それを少し思い出したりもする。 

蝉は現身としてではなく、自分こそが真野実として存在したかったのかな。そういう意味では蝉も、

遠野君の恋した真野実と同じように、自我が強いのかもしれないな。 

 

蝉のことついでに言うと、小夜が思い出を語る時に、“セミの抜け殻を家に持って帰った”という話

をするんだけれど、なんと観劇の帰りに蝉の抜け殻を見つけたので「表側と裏側はやはり存在する」

なんて思いながら帰った。 

 

＊＊＊＊＊ 

観終わって、「これは………ピッコロでないとできないコトリ……。コトリだけどピッコロなコト

リ……。」とツイート（ポスト）した。 

アフタートークで、話題に上がっていたが、わくわくステージで中学生の観劇があるという観る側

を想定するところもあったようで、“死をいきなり突き付けない“といった配慮からあの冒頭が生ま

れたりしたそうである。 

そういう意味では山本さん作だけれど、やっぱりピッコロ作品なんだな、と思うところもあり、そ

うなったことで、山本さんの世界へより入り込みやすくなったと思う気もする。 

ピッコトリ会議。 

否、ピッコロリ会議。 

まあ、どっちでもあり、どっちでもないというか。 

 



2 回目の観劇の時、学生が団体で入っていて。あれは高校生だったのかな、中学生だったのかな。

どっちだろう。そうすると、やっぱり反応が違う。 

笑ったり、リアクションの空気感みたいなのが感じられて。 

客席の状況によってもなんだか受け止めるものが違うような気もしていた。 

客席の状況といえば、1回目はチケットをピッコロ劇団に電話してお願いしたのだけれど、席の希

望を聞かれたときに、「いまある席の中で劇団の方がご覧になって一番おすすめの席をお願いした

い」と伝えたら、ほぼどセンの席だった。えー、こんな特等席いいのか？！くらいの真ん中で、上

の字幕部分も見えづらいこともなく、全体が見通せて、なおかつ最後の真野実のセンターとぴった

りくる。 

コトリ会議では割とセンターより、上手から見たり下手から見たりしたほうが面白いことが多いの

だけれど、こんなにもどセンで良かったな、と思ったことはなかった。大感謝である。 

2 回目は特に希望は言っておらず、前方席で上手側だった。 

下手側での役者スタンバイがめっちゃ見えたり、遠野君に告白される時の真野実の表情ががっつり

見えたり、鯉のシーンをじっくり見られたりとてもよかった。 

 

演劇というのはそういうものが混じりあって、そして、観客と混じりあって、そこに何かが生まれ

るのだと思う。だから面白いし、何度でも観たくなる。劇場に会いに行きたくなる。 

 

“演劇っておもしろい”という原さんの思いを存分に受け止めたように思う。 

もっと見たかった。わくわくステージでたくさんの中学生が観られたことはとても良いことだと思

うが、一般公演もう少しあってもよかったのではないか。 



14 時公演が多かったのはありがたかったが。 

最近ピッコロの上演で多い 11 時開演だと朝ごはんとお昼ごはんに困る（お腹が鳴る的なことで）。 

また再演があればいいな。 

 

まだまだいろいろ書き足りないが、ひとまずこの辺りで。 

役者さんのこととか、また少し追記できればいいな、と思いつつ。 

 

2024/6/23 


